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単一磁束量子（SFQ）回路は SFQ の有無を 2進数の“1”と“0”に対応させて情報処理を行う

回路であり、低消費電力性、高速動作性を併せ持つ。ここで SFQ 回路の更なる高性能化に向けて

磁性体を導入し、再構成可能なデバイスの実現を目指して SFQルックアップテーブルを提案する。

本稿では図 1に示すように磁性体の磁化の向きによって JJ1と JJ2に流れる電流を制御し、“1”（入

力信号がそのまま出力される）と“0”（入力が取り除かれ、何も出力されない）の切り替えの実

証を目指した。堆積した磁性体薄膜の向きを変化さ

せることにより“1”と“0”の動作を再構成できる

とともに、外部電流を用いた場合と比べて回路面積

削減や配線間カップリングの低減などの効果が期待

される。 

図 2 に作製した回路の顕微鏡写真を示す。回路冷

却時に外部磁場を印加することで磁性体を磁化した。

測定では外部磁場の大きさを-1800μTから 1800μTで変

化させた時の出力波形を観測した。その結果、バイア

ス電流を 0.19mAとしたときに、-1800μTから 0μTで“1”

が、0μTから 1800μTで“0”が確認でき、磁性体の磁

化の向きを変化させることによる“1”と“0”の切り

替え実証に成功した。次の目標としてこの回路のアレ

イ化を目指しているが、外部磁場で磁性体の磁化をす

ると、個別に磁化を設定することができない。そこで

回路をアレイ状に組み合わせ、磁性体の近傍に縦方向

と横方向の直流電流線を交差するように配置して電流

を流し、交点部分の磁性体のみが磁化することを目指し

た回路を試作した。今後評価を行う予定である。 
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Fig.1 Schematic of the cell of lookup table circuit 

Fig.2 Micrograph of measured circuit 
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